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１．職員の海外渡航

職員の海外渡航

氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費

増渕麻里耶 ドイツ 30.4.2～4.8 ICAANE2018への参加 先方負担
（立教大学）

中山俊介
ネパール

30.4.10～4.14
ハヌマンドカ王宮内における調査及び打合せ 受託

（文化庁　ネパール）友田正彦 30.4.10～4.19

前川佳文 イタリア、
スイス 30.4.19～4.29 ミャンマー及びトルコ事業に関する打合せ コ 03

石村智 韓国 30.4.23～5.7 韓国国立無形遺産院との研究交流 ム 05

マルティネス
アレハンドロ イギリス 30.4.23～5.4

Weald and Downland Living Museumにおける大
工研修の調査及び南イギリスの歴史的木造建築に
関する調査

科研費

山田大樹 ネパール 30.4.25～5.11 ハヌマンドカ王宮内における調査及び歴史的集落
サンクーにおけるエンジニアWSの開催

受託
（文化庁　ネパール）

小林公治 韓国 30.5.10～5.12 国立中央博物館での会議出席 先方負担
（国立中央博物館）

山田大樹 イラン 30.5.16～5.25 歴史的地区における開発に関する調査 科研費
友田正彦

ミャンマー 30.5.23～5.29 バガン遺跡群における歴史的煉瓦造建造物の建築
構法・技術に関する調査及び技術的助言

受託
（文化庁　ミャンマー）マルティネス

アレハンドロ
加藤雅人

メキシコ
30.5.26～6.7 国際研修「ラテンアメリカにおける紙の保存と修

復」の開催 コ 05元喜載
五木田まきは
中山俊介

30.5.27～6.1 国際研修「ラテンアメリカにおける紙の保存と修
復」の視察 一般管理費

日高信二
安倍雅史 イラン 30.5.31～6.14 カレ・クブ遺跡の発掘調査 科研費
友田正彦

カンボジア 30.6.3～6.9 国際調整委員会ICC技術会合への参加及びタネイ
寺院における調査 コ 02マルティネス

アレハンドロ
久保田裕道 中国 30.6.8～6.11 ワークショップへの参加 ム 01

間舎裕生 アルメニア、
ジョージア 30.6.19～7.12 染織文化遺産保存修復研修ワークショップの開催 コ 02

前川佳文 トルコ 30.6.20～7.1 壁画関連調査及び研修における講義 受託
（文化庁　トルコ）

西和彦
バーレーン 30.6.23～7.5 第42回世界遺産委員会への出席

コ 01

二神葉子
境野飛鳥

中山俊介

バーレーン、
ドイツ、

アルメニア、
ジョージア

30.6.27～7.12 第42回世界遺産委員会への出席、研修の視察及び
情報収集

加藤雅人
ドイツ

30.7.1～7.14
ワークショップ「紙本・絹本文化財の保存と修復」
の開催 コ 05元喜載

30.7.1～7.15
五木田まきは
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
友田正彦

ネパール
30.7.9～7.14

ハヌマンドカ王宮内における調査 受託
（文化庁　ネパール）山田大樹 30.7.7～7.18

山梨絵美子
イギリス 30.7.11～7.15 セインズベリー日本藝術研究所表敬訪問及び共同

研究に係る協定書の署名式 一般管理費
安川政和
前川佳文

ミャンマー
30.7.11～8.5

バガン寺院壁画の保存に関する調査 コ 03
鴫原由美 30.7.11～7.25
友田正彦

ブータン 30.7.15～7.25 歴史的版築造建造物に関する調査 科研費マルティネス
アレハンドロ
石村智 マレーシア 30.7.23～7.28 国際狩猟採集社会研究会議に参加 ム 05
加藤雅人

台湾

30.8.6～8.17
ワークショップ「染織品の保存と修復」の開催

コ 05
後藤里架
五木田まきは 30.8.12～8.17
菊池理予

30.8.7～8.10
ワークショップ「染織品の保存と修復」の講師

中山俊介
ワークショップ「染織品の保存と修復」の視察 一般管理費

小田切真梨

小林公治
シンガポール、
インドネシア、
フィリピン

30.8.7～8.18 漆器等の調査及び研究協議 科研費

石村智 ミクロネシア
連邦 30.8.11～8.19 ミクロネシアにおけるスカイスケープ考古学の実

践に関する現地調査
先方負担

（南山大学）

北河大次郎
台湾

30.8.12～8.20 近代化遺産関連保存と推動研究の国際シンポジウ
ム参加と近代文化遺産の実査

ホ 06中山俊介
30.8.12～8.18 台湾の近代文化遺産の実査

石田真弥

早川泰弘 台湾 30.8.15～8.19 国立台湾美術館での国際シンポジウムへの出席 先方負担
（国立台湾美術館）

安倍雅史 カンボジア 30.8.18～9.15 タネイ寺院における発掘調査 コ 02
前川佳文 イタリア 30.8.19～8.31 壁画保存修復新技法開発に向けた現地調査 科研費
友田正彦

ミャンマー 30.8.21～8.26 バガン遺跡群における歴史的煉瓦造建造物の建築
構法・技術に関する調査及び技術的助言

受託
（文化庁　ミャンマー）マルティネス

アレハンドロ
石村智

ネパール 30.8.21～8.30 カトマンズ盆地の無形文化遺産に関する調査 受託
（文化庁　ネパール）久保田裕道

北河大次郎 スイス、
イタリア 30.8.23～8.31 スイス、イタリアにおけるコンクリート構造物事

例調査 ホ 06

江村知子 マレーシア 30.8.26～8.29 ＩＦＬＡ世界大会参加 シ 01

安永拓世 スイス 30.8.28～9.8 長澤蘆雪－18世紀日本のアバンギャルド」展開催
に伴う作品輸送等

先方負担
（文化庁）

佐藤嘉則 ポルトガル 30.9.4～9.9 IBBS18国際会議への参加 科研費

前川佳文 イタリア 30.9.6～9.19 ポンペイ遺跡壁画保存修復新技法開発に向けた実
験調査 科研費

マルティネス
アレハンドロ イギリス 30.9.7～9.20 ICOMOS木の委員会国際シンポジウムへの参加及

び発表、イギリス木造建築調査 科研費

犬塚将英 イタリア 30.9.10～9.15 IIC2018での成果発表及び情報交換 ホ 02
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
橘川英規 リトアニア 30.9.11～9.18 2018EAJRS conference in Kaunasでの発表 シ 06

佐野千絵 韓国 30.9.11～9.14 LMLCS2018への参加と招待講演 先方負担（チョルウ
ォンプラズマ研究所）

間舎裕生
カンボジア

30.9.12～10.8
タネイ寺院における発掘調査及び打合せ コ 02

友田正彦 30.9.24～9.29
山田大樹

ネパール 30.9.16～9.28 ハヌマンドカ王宮内における調査、歴史的集落保
全に関するカトマンズ盆地内行政職員との打合せ

受託
（文化庁　ネパール）淺田なつみ

西和彦 スイス 30.9.17～9.21 第４回ル・コルビジェ国際常設会議への出席 先方負担（文化庁）

二神葉子 モンゴル 30.9.19～9.23 「モンゴルの世界遺産「大ブルカン・カルドゥン
山」に関する学融合的研究」シンポジウムでの発表 科研費

山田大樹 フィリピン 30.10.1～10.5 NCCA（国家文化芸術委員会）主催「文化統計及び創
造的経済に係る国際会議」での発表 コ 02

江村知子
オランダ、

スイス、
フランス

30.10.3～10.11 国際美術図書館会議参加及び情報収集 シ 01

前川佳文

トルコ

30.10.10～10.26 壁画保全管理状況調査と壁画保存管理に関する研
修の実施 受託

（文化庁　トルコ）
犬塚将英 30.10.18～10.23 壁画保存管理に関する研修での講義
中山俊介

30.10.18～10.26 カッパドキアにおける壁画保存管理に関する研修
現地視察他 一般管理費

大島大輔
佐野千絵

イラン 30.10.18～10.26 博物館の保存環境に関するワークショップの開催 コ 02安倍雅史
小峰幸夫

石村智 フィジー 30.10.19～10.26 ACCUの研修にて講義 先方負担
（ユネスコ）

友田正彦 韓国 30.10.23～10.26 ISAIA2018（アジアの建築交流国際シンポジウム）
での発表 所長裁量経費

五木田まきは エルサルバドル、 
ホンジュラス 30.10.23～11.12

エルサルバドルパブリック考古学シンポジウムに
おける研究発表、ホンジュラスにおける文化遺産
保全活用に関する調査

①科研費 
②助成金

久保田裕道 韓国 30.10.25～10.27 国際無形文化遺産会議2018への参加 先方負担 ( 無形文
化研究センター）

早川典子 中国 30.10.27～11.1 壁画古墳の保存修復方法に関する調査及び研究交
流会での発表

受託
( キトラ )

塩谷純 アメリカ 30.11.1～11.6 石橋財団国際シンポジウム「近代日本美術と中国」
での研究発表

先方負担
（石橋財団）

増渕麻里耶 トルコ 30.11.4～11.9 壁画保存に関する教育機関調査 受託
（文化庁　トルコ）

小林公治 イギリス 30.11.4～11.8 作品調査及び研究協議 科研費
中山俊介

イタリア
30.11.11～11.20

南イタリアにおける壁画の保存管理に関する調査
コ 03

鴫原由美
30.11.12～11.20

前川佳文 科研費
友田正彦

ミャンマー 30.11.12～11.19 バガン遺跡群における歴史的煉瓦造建造物の建築
構法・技術に関する調査及び技術的助言

受託
（文化庁　ミャンマー）マルティネス

アレハンドロ
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江村知子

イギリス 30.11.13～11.21 講演、研究協議及び調査 シ 01
安永拓世
川野邊渉

イタリア 30.11.13～11.17 ICCROM理事会出席
先方負担（文化庁）

西和彦 所長裁量経費

小林公治 中国 30.11.14～11.23 中国での国際学会発表及び調査、打ち合わせ

①科研 
②シ 07 
③先方負担

（上海博物館）

中山俊介

ドイツ

30.11.24～12.5 ①ワークショップ「漆工品の保存と修復」の開催 
②漆工芸品の調査

①コ 05 
②先方負担

後藤里架 30.11.24～12.3 ワークショップ「漆工品の保存と修復」の開催
コ 05

早川典子 30.11.25～12.1 ワークショップ「漆工品の保存と修復」の講師
外間尹隆 30.11.24～11.29 ワークショップ「漆工品の保存と修復」の視察 一般管理費
二神葉子

モーリシャス 30.11.24～12.2 第13回無形文化遺産保護条約政府間会議に出席 ム 05
石村智
加藤雅人

カナダ

30.11.25～11.28

モントリオール美術館所蔵日本絵画作品の調査 コ 04
江村知子

30.11.25～11.30米沢玲
元喜載
西和彦 アルゼンチン 30.12.2～12.9 ICOMOS総会への出席 先方負担（文化庁）

前川佳文 エジプト 30.12.17～31.1.1 新王国時代岩窟墓内に描かれた壁画の保存修復事
前調査及び壁画損傷個所の応急処置 科研費

二神葉子
韓国 30.12.20～12.22 東アジアイコモスワークショップでの講演 先方負担

（韓国イコモス）友田正彦
安倍雅史 バーレーン 31.1.5～2.1 ワーディー・アッ＝サイル古墳群の発掘調査 科研費
友田正彦 ブータン 31.1.13～1.20 歴史的版築造建造物に関する調査及び打合せ 所長裁量経費
マルティネス
アレハンドロ

ブータン、
カンボジア 31.1.13～1.26 歴史的版築造建造物に関する調査及び打合せ、タ

ネイ寺院東門仮補強作業の実施監理 コ 02
淺田なつみ カンボジア 31.1.19～1.26 タネイ寺院東門仮補強作業の実施監理
前川佳文

ミャンマー
31.1.14～2.3

バガン寺院壁画の保存に関する調査 コ 03
鴫原由美 31.1.14～1.25
二神葉子

タイ 31.1.27～2.2 タイ所在日本製伏彩色螺鈿に関する調査 シ 02
城野誠治
江村知子 アメリカ 31.2.7～2.10 作品調査及び研究情報収集 科研費
安倍雅史 バーレーン 31.2.9～2.14 ワーディー・アッ＝サイル古墳群の発掘調査 科研費
増渕麻里耶

ネパール
31.2.22～2.28 ハヌマンドカ王宮内建造物内壁仕上げ材料に関す

る蛍光X線分析調査 受託
（文化庁　ネパール）淺田なつみ 31.2.22～3.14

友田正彦 31.2.24～3.2 ハヌマンドカ王宮修復事業に関する調査及び打合せ
早川典子

ミャンマー 31.3.4～3.8 ミャンマー産漆と漆器に係る研究打ち合わせと現
地調査

科研費
倉島玲央

ホ 05
山府木碧
西和彦 イギリス、

フランス 31.3.4～3.8 文化財の英語表記にかかる聞き取り調査 受託 ( 文化庁　英語
表記 )境野飛鳥

小林公治 中国 31.3.8～3.17 中国国内各地での調査、意見交換及び研究協議 科研費
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費

間舎裕生 カンボジア 31.3.7～3.18 タネイ寺院における３Dドキュメンテーション等
調査 コ 02

久保田裕道 ネパール 31.3.10～3.14 カトマンズ盆地内の歴史的集落保全に関する市長
会議への参加

受託
（文化庁　ネパール）

友田正彦 ネパール、
カンボジア 31.3.10～3.18

カトマンズ盆地内の歴史的集落保全に関する市長
会議への参加、タネイ寺院における調査及び打合
せ

受託（文化庁　ネ
パール）、コ 02

加藤雅人
ドイツ

31.3.11～3.14 ワークショップに係る資機材の梱包・発送（ドイ
ツ技術博物館・ベルリン⇒日本美術技術博物館
Manggha・クラクフ）

コ 05元喜載
31.3.11～3.15

五木田まきは
江村知子 アメリカ 31.3.20～3.28 屛風絵作品の調査及び会議出席 科研費、シ 01

友田正彦 ネパール 31.3.22～3.26 ハヌマンドカ王宮修復事業に関する調査及び打合
せ

受託
（文化庁　ネパール）

小野真由美 アメリカ 31.3.25～3.29 ホノルル美術館での作品調査 科研費

２．招へい研究員等

派  遣  期  間 氏　　名 国　　籍 所　　　　属 経　　費

招へい理由：「シルクロードが結ぶ友情プロジェクト」シリア人研修 ( 紙資料 ) への参加

30.5.15～5.30
Razan al-Jundi

シリア

シリア古物博物館総局　国立歴史文書センタ
ー　保存修復部長 受託（シルク

ロード　シリ
ア人研修）Fatat Kamel Jadid シリア古物博物館総局　ダマスカス国立博物

館　近代美術部長

招へい理由：国際研修「紙の保存と修復」への参加

30.8.25～9.16 Judith Namutowe 
Kalikeka ザンビア ザンビア国立公文書館　上級保存修復技術者

コ 0530.8.26～9.15

Sanne Capion Hansen デンマーク コペンハーゲン市博物館　保存修復技術者
Mariano Sebastian  
Krawiecki アルゼンチン アルゼンチン文書保管部局　保存修復専門補

佐員

Jennifer Loubser オーストラリア クイーンズランド州立図書館　紙保存修復技
術者

Crystal Leigh Maitland カナダ カナダ保存研究所　紙保存修復技術者

Audrey Mcginley フランス オワーズ県文書館　紙保存修復技術者

Amelia Rampton イギリス AR コンサベーション　上級紙保存修復技術
者／代表

Makelesi Tinaibici 
Rokoleka フィジー フィジー国立公文書館　保存修復技術者補佐

Marta Weronika 
Winiarczyk ポーランド クラクフ国立博物館　紙保存修復技術者

30.8.26～9.16 Bumpa Dorji ブータン 内務文化省文化局　国立図書館公文書館　保
存修復技術者

平成 30年 度における海外からの招へいは、下記のとおりである。
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５
  研
究
交
流 派  遣  期  間 氏　　名 所　　属 用　務　地 経　　費

派遣理由：壁画関連研修における指導助言

30.6.21～6.30

Guido Botticelli
フィレンツェ国立修復研究所

ネヴシェヒル・ハ
ジュ・ベクタシュ・
ヴェリ大学他

受託（文化
庁　トルコ）

Fabrizio Bandini
Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni
Stefania Franceshini Restauro S.F

30.6.24～6.30 Deniz Hepdinç 
Hasgüler

ガーズィ大学
30.6.25～6.30

Yaşar Selçuk Şener
Bekir Eskici

平成30年度における国外から国外への派遣申請については下記のとおりである。

派  遣  期  間 氏　　名 国　　籍 所　　　　属 経　　費

招へい理由：国際研修 ｢紙の保存と修復｣ 開校式への参加、研修視察

30.8.26～ 8.31 José Luiz Pedersoli 
Júnior ブラジル 文化財保存修復研究国際センター　コレク

ション部プロジェクトマネージャー 支払いなし

招へい理由：国際学会 World Social Science Forum への参加

30.9.24～10.1 Hilary L Raigetal ミクロネ
シア連邦 Waa'Gey　代表 所長裁量経

費

招へい理由：世界文化遺産の遺産影響評価に関する調査研究事業

30.10.21～10.27 Richard Mackay オーストラリア 株式会社　マッケイ・ストラテジック　コン
サルタント 受託

（文化庁　HIA)
30.10.23～10.26 Birgitta Gertrud 

Ringbeck ドイツ ドイツ連邦共和国外務省　世界遺産コーディ
ネーター

招へい理由：在外日本古美術品保存修復協力事業、修復作品の中間視察

30.10.22～11.4 John Tadao 
Teramoto アメリカ インディアナポリス美術館　東洋課　学

芸員 コ04

招へい理由：ネパールにおける無形文化遺産の保護状況に関する研究会への参加及び意見交換

30.12.5 ～ 12.12
Jaya Ram Shrestha

ネパール
ネパール国立博物館　館長 受託（文化庁

　ネパール）Yamuna Maharjan ネパール国立博物館　学芸員
招へい理由：研究会「大陸部東南アジアにおける木造建築技術の発達と相互関係」への参加

30.12.14～12.19 Pongthorn Hiengkaew タイ タイ王国文化省芸術局　記念物保存部　建造
物課　主任建築家

コ02
30.12.14～12.26 François Tainturier ミャンマー

( フランス国籍 ) インヤー・ミャンマー学研究所　常任理事

招へい理由：在外日本古美術品保存修復協力事業、修復作品の中間視察

31.2.20 ～ 2.23 Ruth Diana 
Shervington オーストラリア ナショナル・ギャラリー・オブ・ビクトリア

上級修復技師　紙本作品担当 コ04

招へい理由：シンポジウム「台湾における近代化遺産活用の最前線」への参加
31.3.12 ～ 3.17 陳正哲 台湾 南華大学　准教授 ホ06

招へい理由：文化遺産国際協力コンソーシアム主催講演会「文化遺産と SDGs を考える」への参加

31.3.17 ～ 3.21 Ruth Redden オーストラリア RR Conservation & Design　代表 ( 修復建築
家、ヘリテージコンサルタント )

受託（文化庁　
コンソーシアム )
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２
　
招
へ
い
研
究
員
等

招へい研究員等

派  遣  期  間 氏　　名 所　　属 用　務　地 経　　費
派遣理由：国際研修事業における “Workshops on the Conservation of Japanese Art Objects on Paper and Silk” の講師

30.7.3～7.6 楠京子 The British Museum ベルリン国立博物
館アジア美術館 コ05

派遣理由：ミ ャ ン マ ー  ･ バ ガ ン 寺 院 壁 画 の 保 護 に 係 る 現 地 調 査 

30.7.13～8.5

Daniele Angellotto フィレンツェ国立修復研究所

バガン考古遺跡群

コ03
Chiara Piani パラッツォ・スピネッリ術修復学院
Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni 助成金

( 前川：バガ
ン遺跡群 )Stefania Franceshini Restauro S.F

派遣理由：アンコール遺跡の石造構造物の微生物劣化に関する調査
30.8.23～8.30 Ji-Dong Gu The University of Hong Kong アンコール遺跡 科研費

派遣理由：壁 画関連 調 査 と  研 修 で の 講 義

30.10.11～10.26

Guido Botticelli
フィレンツェ国立修復研究所

ネヴシェヒル保存
修復センター、タ
ガール教会ほか

受託（文化
庁　トルコ）

Fabrizio Bandini
Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni
Stefania Franceschini Restauro S.F

30.10.14～10.26 Alberto Felici フィレンツェ国立修復研究所
派遣理由：壁画関連研修における指導助言

30.10.14～10.20
Yaşar Selçuk Şener ガーズィ大学 ネヴシェヒル保存

修復センター、タ
ガール教会

受託（文化
庁　トルコ）Bekir Eskici ガーズィ大学

派遣理由：壁画保存に関する教育機関調査の通訳 

30.11.7～11.8 Serap Özdemir Ankara Hacı Bayram Veli University イスタンブール大
学

受託（文化
庁　トルコ）

派遣理由：ワークショップ「漆工品の保存と修復」の運営補助
30.11.24～12.2 Magdalena Kozar Dresden Porcelain Collection ケルン東洋美術館 コ05

派遣理由：Loka-Hteik-Pan 寺院壁画の保存修復事業に係る現地調査

31.1.16～2.3
Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni

バガン考古遺跡群
助成金
( 前川：バガ
ン遺跡群 )Stefania Franceschini Restauro S.F

派遣理由：ミャンマー・バガン寺院壁画の保存に係る現地調査
31.1.16～2.3 Daniele Angellotto フィレンツェ国立修復研究所

バガン考古遺跡群 コ03
31.1.23～2.3 Denis ZANETTI 有限会社メッザドリンジェニェリア

派遣理由：文化遺産関係機関・施設聞き取り調査、通訳ほか

31.1.21～1.26 Ishtseren LOCHIN モンゴル科学アカデミー歴史・考古学研究
所

カラコルム博物館
他

受託（文化庁
　コンソーシアム)
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⑵　表敬訪問ほか

来訪期間 氏　名 国　籍 所　　　　属 備　　　考

30.10.15～11.2 尹秀京 韓国 韓国無形遺産院
学芸研究士

日本の民俗技術 ( 特に製茶・製塩 ) に関
する調査

３．海外研究者等の来訪

⑴　来訪研究員

日　程 来　訪　者 国籍 所　　属　　等 目　　的

30.5.9

孫恵園

韓国

国会議員、韓国螺鈿漆器博物館長

表敬訪問、
施設見学

張貞淑 国会議員
崔鐘徳 韓国国立文化財研究所長
宋知愛 韓国国立文化財研究所　学芸員
李瓓姫 韓国国立民俗博物館　学芸員
韓国国立民俗博物館　
スタッフ４名 韓国国立民俗博物館

30.7.10
レーン・Ｒ・エスカランテ

フィリピン
フィリピン国家歴史委員会委員長

表敬訪問、
施設見学レイナルド・Ｓ・リタ フィリピン国家歴史委員会　歴史保存課　修

復建築家

30.9.20

Tarvi Sits

エストニア

エストニア文化副大臣

表敬訪問
Mirjam Rääbis エストニア文化局世界遺産部門　顧問（美術館）

Kristel Üksvärav エストニア文化局外務部門　顧問

Peeter Mauer エストニア歴史博物館長

Merike Lang エストニア野外博物館長

30.10.16

楊子葆

台湾

台湾文化部政務次長（文部省副大臣）

表敬訪問、
施設見学

朱文清 駐日台北経済文化代表事務所台湾文化セン
ター長

薛銀樹 駐日台北経済文化代表事務所台湾文化セン
ター　秘書

30.12.11

デビッド・リチャードソ
ン

イギリス
イーストアングリア大学　学長

表敬訪問アンドレア・ブランチフ
ラワー イーストアングリア大学　教授

渡邊俊夫 日本 イーストアングリア大学　教授

31.1.29 ヴィルジリオ・Ｓ・アル
マリオ フィリピン フィリピン国家文化芸術委員会　会長

表敬訪問、
講談記録会
観覧、無形
文化遺産部
アーカイブ
視察

５
  研
究
交
流
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４
  主
要
来
訪
者
ほ
か

海外研究者の来訪等、主要来訪者、施設見学

来訪期間 氏　名 国　籍 所　　　　属 備　　　考

30.10.15～11.2 尹秀京 韓国 韓国無形遺産院
学芸研究士

日本の民俗技術 ( 特に製茶・製塩 ) に関
する調査

日　程 来訪者及び視察者等 備　　考
30.6.8 独立行政法人国立公文書館　25 名 施設見学
30.5.29 シリア古物博物館総局　9 名 視察
30.6.22 関西大学　2 名 視察
30.6.26 韓国伝統文化大学　8 名 施設見学
30.6.28 シリア古物博物館総局、奈良県立橿原考古学研究所　5 名 視察
30.7.2 情報保存研究会　23 名 施設見学
30.8.31 JPC 紙の研修　16 名 研修・施設見学
30.9.6 文化庁文化財部美術学芸課　29 名 施設見学
30.9.10 青山学院大学文学部　24 名 施設見学
30.9.18 東北芸術工科大学　23 名 施設見学
30.11.5 名古屋大学大学院　3 名 施設見学
30.11.19 東京藝術大学大学院　6 名 施設見学
30.11.26 立正大学　10 名 施設見学
30.12.17 公益社団法人日本図書館協会資料保存委員会　10 名 施設見学
30.12.25 中部大学　4 名 視察
31.1.25 中国戯曲学院、中国大使館　3 名 施設見学
31.2.18 公益財団法人文化財建造物保存技術協会　11 名 施設見学
31.2.18 タイ国立公文書館　15 名 施設見学
31.2.19 文化庁政策課　4 名 施設見学
31.2.28 国立国会図書館　5 名 視察
31.3.5 学習院大学　17 名 施設見学
31.3.7 武蔵野市教育委員会、武蔵野ふるさと歴史館　15 名 施設見学

４．主要来訪者、施設見学
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